
 

 

 

 

 

「身」と「耳」 
校長  住川 英明 

 

 漢字は，今から 3000年以上前の古代の中国で生まれました。漢字の一つひとつには，形

があり，音があり，意味があります。この形と音と意味は，漢字が使われる地域の違いや

長い時間の経過によって少しずつ変化しましたが，漢字そのものは今でも中国や日本など

で使われ続けています。考えてみれば不思議なことですね。 

 漢字の形と意味との結びつきは，とても魅力的です。たとえば，最近出版された書物の

なかで，「職業」の「職」という文字について，次のような話が紹介されていました。 

「職」には，本来「専門的な知識や技能」という意味があるけれども，古くは「軄」と

いう身ヘンの文字であり，現在の耳ヘンの「職」になったのは後世のことだというのです。

なぜ肉の意味を表す「身」が，「耳」に変化したのでしょうか。 

その説によれば，専門性というものはそもそも肉体（身）に支えられていたが，時が立

つにつれて言葉（耳）に支えられるようになったというのです。それは，身体で学び取っ

た直接的な情報よりも，耳から得た間接的な情報の方が，専門性として高く評価されるよ

うになったということを意味します。何やら現代にも通じる話ですね。 

そういえば，「体」という文字は，本来「體」（旧字体）であり，同時に「躰」という別

体も使われていました。「体」は「躰」が変化して生まれたものといわれていますから，実

は「体」そのものからも，骨や肉の意味合いが希薄になっているということでしょう。 

せめて教育の現場においては，自分の体全体で感じたり，考えたりする「体験」を大切

にしていきたい。「職」という文字の履歴から，そんなことを考えたのでした。 

 

 

 

 

３日（月）合い服衣替え            

４日（火）１年附幼なかよし交流会（本校）  ２０日（木）３年学年行事 

きょうだい掃除、委員会      ２１日（金）おはようおはなしの会〈上〉 

５日（水）創立 130周年記念航空写真撮影     〃   ＰＴＣＣ委員会 

６日（木）前期終業式（５校時下校）     ２３日（日）第２回尚徳クリーン活動 

７日（金）～１１日（火）学期間休業日       

１１日（火）集金引き落とし日         ２５日（火）おはようおはなしの会〈下〉 

１２日（水）後期始業式              〃   代表委員会 

〃    路線別児童会             〃   懇話会 

１５日（土）児童募集説明会          ２７日（木）冬服衣替え 

１７日（月）児童募集説明会・オープンスクール ２８日（金）弁当の日 

１８日（火）児童募集説明会・オープンスクール  〃 ６年２組中国地区国語研究大会授業  

「尚徳」９月号 第５２７号   平成２８年１０月３日 

鳥取大学附属小学校 学校便り    

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/ 

題字「尚徳」は，住川英明校長 

 

１０月の主な行事予定 

http://www.fuzoku.tottori-u.ac.jp/~fusho/


 

 

 

 気持ちの良い秋空のもと、「全力 協力 附小力」のスローガンを掲げ、秋季大運

動会が行われました。子どもたちは各学年の個人種目、団体種目等に力いっぱい取り

組みました。 

 高学年の役員は、“総練習なし”の中、打ち合わせだけで仕事をこなし、その姿も

すがすがしいものがありました。 

 この日に向けて、各色の応援団は業間休憩などに自分の組の全員を集め、進んで練

習をし、競技中もしっかり応援しました。応援合戦の時だけでなく競技中の応援も微

笑ましかったです。   

                        

  

※９月行事の様子をホームページにアップしています。そちらもご覧ください。 

ダンゴムシってすごい 

谷田 順子 

 

 夏、生活科の学習で「生きものといっしょに」の学習をしました。学校のまわりで見つ

けた生き物を教室で飼うことになりました。「ダンゴムシ」「カニ」「カタツムリ」「ザリガ

ニ」の４種類です。 

 毎日観察をしていく中で、たくさんの発見をしていました。「ダンゴムシのフンは四角い

形です。」「ダンゴムシは足が１４本あります。」「ダンゴムシが脱皮をしています。」ダンゴ

ムシは、真ん中から半分ずつ後ろ、前の順に脱皮をしていきます。脱皮をするときは色が

白っぽくなるので、よく分かります。ある男の子が、『脱皮中なので、静かにしてください。』

とダンゴムシを飼っているケースに張り紙をしていました。ダンゴムシのことを考えた優

しい行動です。脱皮の様子を見守りながら、子どもたちは、あの小さな一本一本の足も脱

皮するのかと疑問をもったようです。脱皮した後の皮は、ダンゴムシが自分で食べてしま

うのでなかなか見ることができません。でも、子どもたちの探究心は止まりません。脱皮

したばかりの皮をすぐに観察し、足一本一本も脱皮していることを発見しました。また、

ダンゴムシの赤ちゃんがお母さんのおなかから一斉に何十匹も生まれる瞬間も見ました。

様々な場面で発見した喜びと驚き、感動で教室がいっぱいになりました。確かに図鑑を見

れば、かいてあることばかりです。しかし、机上の知識と経験による知識が融合すること

により、さらに厚みが出て、確かな力になると感じます。これからも、生活科ならではの

体験活動をたくさん取り入れ、新たな発見をたくさんしてほしいと願っています。 

秋季大運動会 


